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る見込みだ。これは

2012年と比較して約

３倍にあたる。市場

規模は、電力事業者

の多さと電力自由化

の進展状況を背景に、

北米市場が大きく先

行しており、それに

欧州が続いているか

たちだ。日本では、

一部で取り組みは見

られるものの、DR市

場が形成されるのは

少し先になるといわ

れている。

DRへの関心が高まる一方で、需

要家側での自主的な省エネ行動を促

進する「デマンドサイドマネジメン

ト」への関心も高まっている。これ

は、電力会社等の電力を供給する側

が行っていた電力システムの計画や

運用に、需要家側（＝デマンドサイ

ド）が自ら参加し、需要家にとって

の便宜を損なうことなく、全体とし

て最も経済的で環境負担の少ない電

力供給システムを構築する手法の総

称だ。新たな成長・拡大領域として、

ITを活用したエネルギーマネジメ

ント手法の確立に取り組んでいる

NTTデータは、リアルタイムビッ

グデータ分析に基づいた需要家ごと

の需要予測によるデマンドサイドマ

ネジメントに基づいた電力ピークカ

ット手法の研究を、DR分野で豊富

な実績を持つ米国のAutoGrid社と

共同で2013年９月から開始した。

「現在のピーク電力削減手法は、

電力会社などの供給者側がDRのよ

世界的な電力需要拡大への対応策

として、電力供給側と需要家側とが

お互いコミュニケーションを図り電

力をマネジメントしていく「デマン

ドレスポンス（以下、DR）」への関

心が高まっている。DRとは、電力

を供給する側の要請に応じて、電気

料金価格の設定を変えたり、インセ

ンティブを支払ったりすることで、

企業や一般家庭などの需要家側の電

力使用抑制を促すプログラムおよび

取り組みの総称だ。電力会社をはじ

めとした電力を供給する側は、DR

を導入することで電力需要のピーク

時に合わせた発電設備が不要になる

ため、それに必要な建設・運用コス

トを削減できるようになる。

また、DRによる電力削減量は

「ネガワット（kWh）」として電力

会社や市場で取引されている。北米

などでは、電力会社に代わってDR

プログラムを遂行する「DRプロバ

イダー」と呼ばれる事業者がビジネ

スを展開している。市場は、2016

年には世界で年間 60億ドルに達す

デマンドサイドマネジメントによる電力系統の
安定化と電気料金の削減を図る共同研究を実施

NTTデータは、米国のAutoGrid Systems, Inc.（以下、AutoGrid社）とのパートナーシップのもと、リアルタイムビッグデータ
分析に基づいた需要家ごとの電力消費の予測により、需要家側で自主的な省エネ行動を促進する手法として注目されているデマ
ンドサイドマネジメントの確立を目指した共同研究を2013年9月から開始した。

AutoGrid Systems, Inc. Regional Sales Manager

［左側］ Kelly Kapata氏
NTTデータ株式会社　公共システム事業本部
第一公共システム事業部　ビジネス企画推進室

［右側］ 室長　藤田弥生氏

電力使用抑制を促す
「デマンドレスポンス」

AutoGrid社とボトムアップ型
電力ピークカット手法の確立を
目指した共同研究を開始
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うに需要家設備を制御してピーク電

力削減を行うトップダウン型が主流

です。今回、当社がAutGrid社様

と共同研究を開始した手法は、ビッ

グデータ分析技術を活用してリアル

タイムに需要家ごとの電力消費の予

測分析を行い、その分析結果を需要

家にフィードバックすることで需要

家側での自主的な省エネ行動を促進

して、ボトムアップ型の電力ピーク

削減を実現するものです。この手法

を確立して、需要家の自発的なピー

ク電力削減による電力系統の安定化

と、需要家の電気料金削減の両立を

目指します。」（公共システム事業本

部　第一公共システム事業部　ビジ

ネス企画室　室長　藤田弥生氏）

NTTデータと共同研究を進めて

いるAutoGrid社（本社：米国カリ

フォルニア州）は、電力会社や電力

業界出身者が多数在籍し、業界への

リレーションと豊富な業務知識のも

と、DR分野で確かな実績を持つ企

業だ。電力業界向けビッグデータ予

測分析の専門技術と、同社が保有す

る ITプラットフォーム「Energy

Data Platform（以下、EDP）」を中

心としたビジネスを展開している。

「当社の中核製品であるEDPは、

スマートメーター、グリッドセンサ、

その他のエネルギー管理システムの

データを天気情報や顧客人口統計と

合わせて分析・予測する ITプラッ

トフォームです。特長は、ベンダー

フリーの優れたハードウェア接続

性、大量データ処理、リアルタイム

処理など。共通機能として『需要予

測』『最適化』等のエンジンを搭載

し、予測と実績の差異を踏まえた機

械学習による予測機能の向上を実現

しています。このEDP上のサービ

スとして、顧客のメーターレベルの

需要予測に基づいたクラウドベース

のDRシステム『DROMS』を提供

し、米国大手電力会社をはじめとし

た数多くの納入実績をあげていま

す。」（AutoGrid社　Regional

Sales Manager Kelly Kapata氏）

今回の共同研究では、NTTデー

タが持つ大規模かつ複雑な情報シス

テムの構築ノウハウと、AutoGrid

社のEDPやビッグデータ予測分析

の専門技術等を活用して、これまで

実現が難しかった需要家ごとのリア

ルタイム電力消費予測に基づいたデ

マンドサイドマネジメント手法の確

立、新たなピーク電力削減手法の実

現を目指している。

「NTTデータは、クラウドやビッ

グデータ分析の専門性を持ち、グロ

ーバルにビジネスを展開しているリ

ーディング・カンパニーです。我々

は、NTTデータとのコラボレーシ

ョンを非常に楽しみにしています。

今回の共同研究の成果は、エネルギ

ー業界に新しい変革を与えることに

なるでしょう。」（Kelly Kapata氏）

2013年9月から開始した共同研究

では、「電力系統の安定運用」と

「需要家の電力コスト削減」を同時

に実現する電力需要最適化システム

「Demand Side Optimizer（以下、

DSO）」の開発に取り組んでいる。

DSOは、データを収集・分析する

ビジネスアナリティクス技術を活用

した従来のトップダウン型の手法と

は異なる、新しい電力ピークカット

手法を採用したサービスだ（図1参

照）。ビッグデータ分析技術を活用
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図1 DSO（Demand Side Optimizer）の概要

DR分野で豊富な実績を持つ
AutoGrid社とのコラボレーション

電力系統の安定運用と
需要家の電力コスト削減を実現する
電力需要最適化システム「DSO」

http://www.bcm.co.jp/


に需要家に通知することにより、自

主的な電力ピークカットを行えるよ

うになります。」（藤田弥生室長）

DSO主な特長として、次の３つ

をあげることができる。

◆「真」のビッグデータ：需要家の

メーターレベルの需要予測が可能。

需要家ごとに最適な分析のための引

数を個別に設定可能。

◆予測精度が成長するエンジン：需

要家ごとの予測データと実測データ

の比較から、予測精度の向上のため

のチューニングを機械学習により

実施。

◆リアルタイム予測と通知：需要家

の消費電力状況をスマートメーター

等の情報から監視することで、ほぼ

リアルタイムでの予測・通知が可能。

またDSOは、電力量とピーク電

力の削減を行える点では、BEMS

（Building Energy Management

System）等とも異なる特長を持っ

ている（図３参照）。

「DSOは、需要家自身が電気料金

削減のために利用するソフトウェア

主体のシステムです。電力消費の予

測分析を通じてピーク電力容量の削

減を自らの意思で行うことを支援し

ます。そのため、DR市場の有無や

規制に依存することはありません。

また、DRにように年数回の実施頻

度ではなく、通年での利用が可能で

す。」（藤田弥生室長）

NTTデータは、今回の共同研究を

経て2014年度の商用化を目指してい

る。まずは、DR市場が形成されて

いる北米で展開し、市場動向を踏ま

えながら、欧州、アジア、日本へと

順次サービスを展開していく予定だ。

DSOを軸とした電力系統向けソリュ

ーションに進出し、エネルギー関連

ビジネスの拡大を図っていく。

して、需要家ごとにデータ収集・分

析を行い、需要予測結果を通知する。

また、需要家側での自主的な省エネ

行動（電力ピークカット）を促進す

る 。 こ の よ う な サ ー ビ ス を

AutoGrid社のEDPを活用して提供

する。

NTTデータは、DSOによる新た

な電力ピークカットの仕組みとし

て、「デマンドチャージ」という料

金体系に着目した。デマンドチャー

ジとは、ピーク電力使用量に従って

追加課金されるもので、米国の商業

ビル・工業施設向けの電気料金に

は、従量料金にこのデマンドチャー

ジとプラスされている。このデマン

ドチャージを抑制することで、電力

ピークカットの最適化を図ることが

できる（図２参照）。

「これまで需要家は、自らのデマン

ドチャージの量を事前に知る手段が

ありませんでした。しかしDSOを通

じて、デマンドチャージ等の価格情

報を含めた需要予測をリアルタイム
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米国の商業ビル・工業施設向け（C&I）の電気料金＝［①従量料金＋②デマンドチャージ］ 

需要家は、自らのデマンドチャージの量について、事前に知る手段なし。 
→需要家ごとにデマンドチャージ等の価格情報を含む需要予測をリアルタイムに通知することにより、 
　自主的な節電行動を促進＝ボトムアップ型DR

①従量料金 ： 使用電力量（kWh）×単価（$/ｋWh） 
②デマンドチャージ ： 最大消費電力（ｋW)×単価（$/ｋW）　 
　　　　　　　  →単価が従量料金の100倍程度（※）と高く、電力料金の約40％を占める場合有。 

※調査を行った電力会社のケース 

図2 新たな電力ピークカットの仕組み ～デマンドチャージ～
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図3 従来のDRやBEMSとの違い ～DSOの特長～
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